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1 ．は じめ に

　生体で の 感覚刺激の 受容から運動反応の 開始ま で の

一
連の 脳 内機構 を、行 動を指標と して調 べ る方法 とし

て 、反応時間課題が知 られて い る 。 ヒ トで は、視神経

は視交叉 で 50％ が交差 し、左視野 に提示された視覚

情報は全て右の 一一次視覚野 に 伝達 され 、逆に右視野か

らの 情報は全 て 左 の
一

次 視覚野 に伝達 され る。また 、

随意運 動の 発現 を支配す る錐体路 も．延髄の 錐体 にお

い て 大部 分が交叉 し、右手 の 運動 は左の運動野 によ

り、左手の 運動 は右の 運動野 に よ っ て 支配 され て い

る。従 っ て 、一側視野 に提示 された視覚情報に対 して

同側の 手で 反応する課題は、片側半球だけの処理 に

よ っ て遂行 され る［1］。 したが っ て 、 左右 い ずれか の

視野に提示 した刺激に対 して同側の手で 反応 した場合

の 反応時 間 の 差 を比 較する こ とに よ り、左右半球 にお

ける処理時間の 差を検討する こ とが で き る 。 本実験で

は左右 い ずれか の 視野 に色覚刺激 を提示 し、同側の 手

で 反応する単純反応時間を比較す る こ とによ り、色覚

刺激 の 検 出にお ける大脳 左右半球の 差 に つ い て 調 べ

た 。

2 ．方法

　正常 な色覚お よ び矯正 視力 を有する男女大学生 10

名 （21 〜 23 才 、全 て 右 利 き〉に対 し、背景光 レベ ル

O．5　hrの 実験室内で 、顎の せ台で 頭部を 固定し、眼前

57c皿 に置 か れた Cf（r （Panasonic 　TX −D7P35 −J，解

像度 800x600 　dots、60　Hz ，9300K）上 に視角 10 °

× 10 °

の 窓 を設け、標的刺激 を試行 間間隔 15s （10
〜 20s）で 無作為 に提示 した。画 面中央部に視角 0．5 °

× 0．5
°

の注視点（24cd／  の 無彩色）を設 けた 。 標的

刺激の 提示 時 間 は 0．5s と した 。標的刺 激は，コ ン

ピュ
ーター（Macintosh 　LC630 ，Apple 社） と色覚刺

激提示 装置 （VSG 　Three，　Cambridge 　Research 　sys −

tems，　Cambridge）に よ り視角 2
°

の 正 円を作成し、

有彩色 は 3纐 の 主波長 （R ：635   ，G ：535   ，

B ：445nm ）［2］を 用 い 、輝 度 は交照法に よ っ て

10cd／  の無彩色 と等明 るさとなるように被験者 ご

とに調整 し、純 度は 60％ と した。準備信号 として音

刺激 （55dB ，
　 SPL 背景雑音 42dB 、 指示騒音計 A ス

ケ
ー

ル RION 　NA −20）を標的刺激に 2 〜 5秒先行 し

て提示 した。右あ る い は左手に よる ボ タン押 しに要

す る反応 時間を シ
ー

ケ ンサ
ー （KEYENCE ，　KV −

24AT ）を用 い て記録 し た 。刺激提示時に注視点 を見

て い たか どうか をチ ェ ッ クす るため 、左外眼角の 上

方 と右外眼角の 下方に 眼振用電極 を置き、水平お よ

び垂直方向の 眼 球運 動を記録 した（TCL5s ，　 Hi−cut

60Hz ）。

　 1）利き手 と非利き手に よる反応時間の 差 を調 べ

るた め、背景 24cd／m
’

の 無彩色の 中央部 に視角 2 °

の 無彩色 （10cd／  ）を常時提示 し、標的刺激 とし

て 3種の 色覚刺激の い ずれか を画面中央部 に提示 し

た。合計 2セ ッ シ ョ ンを行 い、各セ ッ シ ョ ン は 15試

行か ら成 り、 被験者は右ある い は 左手で の ボタ ン押

しを行 っ た。右あ る い は左手で の 反 応は被験者ご と

に無作為な順序 とした 。 セ ッ シ ョ ン間は最低 1分以

上 の 休憩 を入れ た。

　 2 ）次 に 、色覚処理に お け る 左右 半球に つ い て 検

討 す るた め、背景 10cd ／  の 無彩色の 中央か ら水平

方向に 左 また は右 に 4
°

の 位 置 に視角 2 °

の 標的刺

激 を提示 した 。 標的刺激 と し て 3種 の 色覚刺 激、あ

る い は無彩色 （20cd／  、　 N ＝6）の い ずれ か を用い

た e 合計 2 セ ッ シ ョ ン を行い 、各 セ ッ シ ョ ンは 20

試行か ら成り、標的刺激が右視野に提示 され るセ ッ

シ ョ ン で は右手 で 、左視野 に提示されるセ ッ シ ョ ン

で は左手での 反応を行 っ た e

3 ．結果

　 1）標的刺 激を画面 中央に 提示 した場合 、右手 と

左手で の 単純反 応時間は、それ ぞれ 304．5 ± 12 ．1ms

（nlean ± SE）、左手 は 306 ．7 ± 11．2ms で 、両者の

［＝＝ ＝ ＝＝ ＝：＝ ＝ ＝二＝ ＝ コ lt・ 一 ユ rv 、 c ．
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間に統計的 に有意な 差は認め られ なか っ た。

　 2）有彩色で は、右視野 に 提示 して 右手で反応 し

た条件（319 ± 12．lms）に 比 べ て 、左視野に提示 して

左手で 反応 した条件（303 ± 12．7ms ）で の 反応時間が

有意 に短 く （図 1、t検定、　t＝3．807，　df−9，　p＜ ．01）、

こ の 傾向は 10 人中 9 名 に見 られた。

　　　図 1 ，有彩色 に お け る 左右半球 の 反応時間

　主波長別で は青（445nm ）で 、右視野一右手条件

（313 ．3 ± 7，8ms ）に 対 し、左視野
一左手条件（298．2

± 9．3ms ＞が 有意に短 く （t検定 、
　 t≡2．626，　df＝9，　p〈

．05）、緑（535mn ）で、右視野
一
右手条件（330．2　±

10．Oms ）に対 し、左視野一左手条件（309 ± 5．1ms ）

が有意に短 く （t検定 、t・2．747，　df・・9，　p 〈 ．05）、赤

（635   ）で 、右視野
一右手条件（312 ．4 ± 10．Oms ）に

対 し、左視野
一左手 条件（293．2 ± 7，5ms）が 有意に

短 く （t検定、t＝ 2．860 ，　df冒9 ，
　p ＜ ．05）、いずれ の 場

合も右視野
一右手 条件に比 べ て 、左視野一左 手条件

の 反応時間の 方が 有意に短か っ た。

　無彩色を標 的刺激と した 場合、右視野一右手条件

（294 ± 11 ．4ms ）と、左視野 一左 手条 件（291 ±

9．8ms ）で は 、有意な差が 認め られ なか っ た （図 2．

t検定、tr468 ，　df置5，　NS ）。

　　　図 2 ．無彩色 に お け る 左右半球 の 反応時間

4 ．考察

　単純反応時間 は刺激の 検 出か ら運動反応の 遂行 ま

で の 一
連の 処理時間 の 総和で あ る 。 運動反応の 開始

か ら終 了まで の 時間 は左右の手の 反応の相違によ っ

て 影響 を受け る 可能 性 が考え られ る 。しか しなが ら、

本実験結果で見 られ た よ うに、標 的刺激を左右両視

野 に同時に提示 し，利き手に よ る 反応 と非利き手 に

よる反応を比較した と ころ 、両者の反応 時間に差が

認め られな か っ た 。

以 上で 見 られた よ うに、運 動 開始時 間以降の 処理時

間に左右差が認め られなか っ たこ とか ら、右視野
一

右手条 件と左 視野
一

左手条件で の 単純反応時間の 差

は、左右半球 における視覚刺激の 検出処理時間の 差

を反映 して い ると考 え られ る。

本実験 で は標的刺激として 無彩色刺激を用 い た場合、

左右半球で の 処理時間に 有意な差 は認め られな か っ

た 。 こ の 条件で の 手がか りは輝度の 変化の み で ある。

輝度の 変化 は
一次視覚野 で 検出され る 。した が っ て 、

一次視覚野 の 機能に は左右差がない と考え られ る。

これ に対 し、標的刺激 とし て 有彩色刺激を用い た場

合、左半球で の 処理時間 （右視野
一

右手 条件）と右半

球で の 処理時間 （左視野一左手条件）の 間に は差が認

め られ 、右半球で の 処理時間が 有意に短 か っ た 。 右利

き の ヒ トで の 約 97％ で は左半球 に言語中枢が存在す

る こ とが知 られて い る［3］。したが っ て 、左半球は言

語 を用 い た処理 に優れ てお り、 こ れに 対 し右半球 は

非言語処理 に優れて い る［4］。本実験結果 は 、以上 の

考え と一致 し、輝度変化を伴わずに主波長の みが 変

化する場合、色覚刺激 の 検 出処理時間に左右差が認

め られ た 。 色覚情報の 処理は 4 次視覚野でなされ る

ことが知 られて い る。この ことか ら、4 次視覚野 で の

色覚情報の 検 出処理に は左右差が あ り、右半球が 優

れて い る こ とを示唆 して い る。
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